
























































































   ①年次大会開催、および年会誌発行支援
   同法人母体である東京女子医科大学先端生命医科学研究所における
   ②海外からの再生医療研究者の再生医療研究活動および滞在支援
   ③大学院学生の再生医療研究活動支援
   ④本寄附金支給を含む未来医学研究会の運営業務の支援
   とする。
3．寄 附 者 栁原操祭祀主催者　　橘川雄一
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別表　「栁原操再生医療研究支援寄附金」の支援実施対象者：
名前 所属機関（当時） 国 支援期間
葛西　善行 早稲田大学（学生） 日本 平成26年～28年





Erika Cyphert Case Western Reserve 大学（学生） 米国 平成28年
Alessondra Speidel
Imperial College of London （PhD）
現在はKarolinska Institute
英国 平成28年
Sebastian Sjöqvist Karolinska Institute（学生） スウェー デン 平成28年～
冨永満里子
東京女子医科大学　
先端生命医科学研究所（運営支援）
日本 平成28年～
本寄附金助成を受けた上記の学生・研究者は、
先端生命医科学研究所での研究活動に生活の不安
を感じることなく積極的に取組み、それぞれの研
究成果について学会発表等を積極的に行うととも
に、支援終了後には細胞シート再生医療における
本学先端生命医科学研究所の国際連携先である米
国ユタ大学、スウェーデンカロリンスカ研究所に
おいて、更に研究者としての活動の幅を広げるな
どの活躍をされております。本学先端生命医科学
研究所で推進する先端医療分野の融合研究活動は、
常に志を持つ新たな融合専門人材を世界から集め
て育てつつ、先端研究の最前線への参加機会を用
意してその研究活動を物心両面で支えることが欠
かせません。私自身も、約7年にわたり本学先端
生命医科学研究所において、毎年末にサイエンス
MVP賞や国際連携貢献賞など各賞を表彰し、若
手研究者や運営支援者の努力を讃える活動を続け
てまいりました。こうした息の長い支援や表彰の
場を提供することにより、若手研究者のチャレン
ジ精神や研究をやり抜くモティべーションを高め
ていくことの必要性を実感しております。
本寄附金は平成31年3月で助成期間終了となり
ます。会員の皆様には、現在の未来医学研究会の
諸活動が、皆様の会費や協賛金に加えてこのよう
な寄附や志の高い理事のご厚意に支えられている
ことを是非ご理解頂きたく存じます。今後の本研
究会活動を更に維持発展していくために、それぞ
れ可能なご支援や御協力を賜りたく、どうぞ宜し
くお願い申し上げます。
